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Ⅰ. 実施概要 
 
１ 目 的 

 学習指導要領における各教科の目標や内容に照らした学習の実現状況及び学習や生活に関する意識

や実態を客観的に把握するとともに、全国学力・学習状況調査（以下「全国調査」という。）等で明らか

になった学習指導上の課題の改善状況を検証し、今後の教育施策の充実と学校における指導の一層の改

善に資する。 

 

２ 実施日   

平成29年 12月 12日(火)・13日(水) 

 

３ 実施校数 

公立小学校（県立特別支援学校小学部を含む） 205校 

公立中学校（県立特別支援学校中学部を含む） 102校 

（国立小・中学校及び私立中学校は不参加） 

 

４ 実施学年・教科・人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査に不参加の市町村 

小学校第3学年  国語（松江市・出雲市）、算数（松江市・出雲市）、意識調査（松江市・出雲市・益田市） 

小学校第4学年  国語（松江市・出雲市）、算数（松江市・出雲市）、意識調査（松江市・出雲市・益田市） 

小学校第5学年  社会（出雲市・雲南市）、理科（出雲市・雲南市）、意識調査（出雲市・益田市） 

小学校第6学年  国語（出雲市）、社会（松江市・出雲市・雲南市）、算数（出雲市） 

理科（松江市・出雲市・雲南市）、意識調査（松江市・出雲市・益田市） 

中学校第1学年  国語（松江市・出雲市）、社会（松江市・出雲市・雲南市）、数学（松江市・出雲市） 

理科（松江市・出雲市・雲南市）、英語（松江市・出雲市）、意識調査（松江市・出雲市・益田市） 

中学校第2学年  社会（出雲市・雲南市）、理科（出雲市・雲南市）、英語（出雲市）、意識調査（出雲市・益田市） 

 

 

 

国語 社会
算数

数学
理科 英語

実施人数 2,274 2,274 1,893 5,544

割合 41.0% 41.0% 34.1%

実施人数 2,365 2,365 1,988 5,732

割合 41.3% 41.3% 34.7%

実施人数 5,695 3,668 5,696 3,613 3,675 5,834

割合 97.6% 62.9% 97.6% 61.9% 63.0%

実施人数 3,960 1,970 3,957 1,919 1,973 5,483

割合 72.2% 35.9% 72.2% 35.0% 36.0%

実施人数 2,328 2,036 2,327 2,033 2,324 1,933 5,619

割合 41.4% 36.2% 41.4% 36.2% 41.4% 34.4%

実施人数 5,414 3,634 5,411 3,633 3,958 3,568 5,657

割合 95.7% 64.2% 95.7% 64.2% 70.0% 63.1%

第４学年

第５学年

第６学年

小学校

中学校

第１学年

第２学年

県全体の

在籍者数
（H29.5.１現在）

教科に関する調査

意識調査

第３学年
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５ 県調査の考え方・特徴 

(１)全国調査と県調査をつなげたＰＤＣＡサイクルの構築を推奨している。 

① 全国調査で明らかになった課題を改善するための指導の取組を、島根県学力調査（以下「県調査」

という。）で検証するというＰＤＣＡサイクルを確立し、指導の改善を効果的に進める。 

② 今年度の指導の状況について客観的に評価し、個別指導を充実することにより、年度内に身に付

けるべき力を着実に身に付けられるようにする。 

(２) 教科に関する調査 

 以前は委託業者の標準問題を使用していたが、平成 27 年度の調査より島根県独自のオリジナル

問題を作成。全国調査等で明らかとなった課題の改善状況を検証することをねらいとしている。 

(３) 生活・学習に関する意識調査 

 全国調査結果を踏まえた取組の検証という観点から、全国調査の質問項目と同じ項目を設定。 

(４) 課題をとらえやすい帳票と分析ツールの提供 

 各学校が自校の課題をとらえやすいように帳票の表示を工夫するとともに、学力と意識のクロス

分析や結果チャートが簡単に作成できるような分析ツールを提供。 

(５) 子どもたちの事後学習を促すための個人帳票の提供 

 結果を記載した「個人成績表」に加え、事後学習に活用できる「フォローアッププリント」を提

供。 

 

６ 用 語 

 

７ 公表する調査結果（教育指導課ホームページにも掲載） 

(１) 平成29年度島根県学力調査 結果概要 

Ⅰ．実施概要 

Ⅱ．全国調査でみられた主な課題の改善状況 

Ⅲ．教科に関する調査と生活・学習に関する意識調査のクロス分析結果 

Ⅳ．今後の対応 

(２) 平成29年度島根県学力調査 教科別調査結果概要（資料１） 

(３) 平成29年度島根県学力調査 生活・学習に関する意識調査結果概要（資料２） 

(４) 平成29年度島根県学力調査 資料編 

① 教科に関する設問別調査結果一覧（資料３） 

② 生活・学習に関する意識調査結果一覧（資料４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「正答率」            各学年・教科において、児童生徒個人が正答した問題の割合（％）の県平均。 

○「観 点」 指導や評価のために、児童生徒が身に付けた力を分析的に捉える視点。「関心・意欲・

態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」の４つ。 

○「領 域」 各教科の学習内容を系統的に示したもの。算数であれば「数と計算」「図形」など。 
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Ⅱ．全国調査でみられた主な課題の改善状況 

１ 改善がみられた事項の例 

〇 「算数の勉強が好きだ」「算数の授業の内容はよくわかる」という調査項目に肯定的回答をした 

子どもの割合 

 

小６の「算数の勉強が好き」の肯定的な回答率が63.5％であり、４月の全国調査時より2.3ポイント上

昇し、全国値との差が2.4ポイント差に縮まっている。「算数の授業内容はよくわかる」の肯定的な回答率

が80.4％でほぼ全国値並である。 

過去３年のデータをみると、４月の全国調査時と比較して12月の県調査時に肯定的な回答率が、毎年上

昇している。また、平成27年から平成29年度にかけて「算数の勉強が好き」「算数の授業内容はよくわか

る」ともに肯定的な回答率が上昇している。 

 

 

〇 「児童生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている

と思う」という調査項目に肯定的回答をした子どもの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「児童生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思

う」について肯定的な回答率が、上昇してきている。 
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〇 言語に関する知識・理解・技能 

   漢字の読み書きなど、基礎的・基本的な言語に関する知識・理解・技能は定着してきている。 

  （小学校） 

全学年で漢字の読み書きの習得は全国学力調査同様、定着している。 

全学年１一二 小３  読む：正答率 73.0%「行う」 書く：正答率 85.2%「本をうる」 

小４ 読む：正答率 93.4%「胃腸」 書く：正答率 74.0%「けんきゅう」 

小５  読む：正答率 76.4%「額」  書く：正答率 87.4%「みらい」 

小６  読む：正答率 91.7%「組織」 書く：正答率 90.9%「ささえる」 

    （中学校） 

漢字の読み書きについては概ね定着している。 

     中１ 読む：正答率83.5%「鮮やか」書く：正答率84.5%「ナラんで歩く」 

     中２ 読む：正答率78.9%「近隣」  書く：正答率83.6%「スガタを映す」 

 

〇 数量関係 

H29 全国調査Ｂ５(2)「与えられた情報から基準量、比較量、割合の関係をとらえ、「最大の満月

の直径」に近い硬貨を選び、選んだわけを書く」問題の全国正答率 13.2%のところ、県正答率は

8.6%、無解答率は 11.8%であった。今回の県調査はその類似の問題であり、今回も正答率は決して高

くはないが、正答率、無解答率ともに改善の傾向がみられる。 

［小６・14(2)］ 

小６の「基準量と割合を基に比較量に近い

ものを判断し、その理由を記述する」問題に

ついて、改善がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問題＞ 

・ピザのＭサイズを１円玉の直径としてみた 

ときに、Ｍサイズより 30%大きいＬサイズの

ピザの直径に近い硬貨を選び、その理由を記

述する。 

［小６・14(2) 正答率 23.6% 無解答率 6.2%］ 

【正答例】 

L サイズのピザの直径は 20×1.3＝26 で 26mm

である。100円玉の直径との差は26－22.6で 3.4mm

である。500円玉の直径との差は26.5－26で 0.5mm

である。500 円玉の直径との差のほうが小さいの

で、500円玉のほうが近い。 
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２ 引き続き改善が必要な事項の例 

〇 学校の授業時間以外に普段（月～金）勉強する時間が、１日当たり１時間以上の割合 

 

小６については、１時間以上学習する児童の割合が全国調査時に比べて 0.3 ポイント上昇し全国に比

べても高くなっている。 

中２については、１時間以上学習する生徒の割合は、同一集団を追いかけると小６の 12月、中１の 12

月、中２の 12月と徐々に下がっている。 

（※ 現在の中３について、昨年度 12月調査では 51.4％、今年度 4月全国調査時は 59.6％） 

 

〇 小数の乗法、除法の意味理解 

［小５・13(1)］ 

小５、小６の「小数の乗法について意味を理解している」問題に

ついて改善がみられる。しかし、特に割合が１より小さい場合につ

いて、ひき算、わり算で計算する児童が多く、課題が残る。 

・割合が１より大きい場合、比較量の求め方が（基準量）×（割合）

になることを理解している。 

H29［小５・13(1) 正答率66.5%］ 

［小６・10(1) 正答率84.3%］ 

H28［小５・12(1) 正答率68.9%］ 

［小６・８(1) 正答率74.1%］ 

 

・割合が１より小さい場合でも、比較量の求め方が（基準量）×（割 

合）になることを理解している。 

【正答】３「１５０×０．８」 

【正答率並びにひき算、わり算で計算した児童の割合】 

※「H26 全国」は、H26全国調査Ａ２(２)における島根県の結果を表す。 

※小６は、５年生時と比較し正答率は高くなっているが、５年生時における正答率は例年並みである。 

※「わり算で計算した児童の割合」が依然として改善されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 H26 全国  H27 小５ H28 小６  H28 小５ H29 小６  H29 小５ 

正答 49.2%  31.4% 50.7%  35.9% 57.2%  35.5% 

ひき算で計算 18.5%  23.2% 19.7%  21.0% 14.1%  20.9% 

わり算で計算 29.9%  41.8% 27.7%  39.8% 27.1%  38.8% 
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〇 書く力（国語） 

書くことの記述式問題の無解答率は全学年12.4%以下（H27年度18.5％以下、H28年度21.5％以下）で

あり、記述することへの抵抗感は減少していると思われるが、小学校では「書こうとすることの中心を明

確にして書くこと」や「引用したり、図表やグラフなどを用いたりして自分の考えが伝わるように書くこ

と」など目的や条件に応じて書くことに引き続き課題がある。 

 

[小３・３二］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書こうとすることの中心を明確にして、目的に応じて書く。    [小３・３二 正答率17.9%］ 

・メモをもとに、文章を書く。                  ［小４・３二 正答率19.6%］ 

・目的に応じて、表現を工夫して簡単に書く。           ［小５・３二 正答率24.1%］ 

・引用したり、図を用いたりして、情報を整理して書く。      ［小６・３一 正答率40.4%］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
解
答
例
】
カ
ブ
ト
ム
シ
は
じ
ゅ
え
き
を
口
に
し

み
こ
ま
せ
て
な
め
る
の
で
、
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な
口

の
形
を
し
て
い
ま
す
。（
４
２
字
） 
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中学校では、集めた材料を分類・整理し文章を構成する力、伝えたいことを明らかにして書く力、事柄

や意見が効果的に伝わるように、説明や具体例を加えて書く力に課題がある。 

［中１・３二］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集めた材料を基に伝えたいことを整理し、文章の構成を考えて書く。 ［中１・３二 正答率 29.5%］ 

・伝えたい事実や事柄を明確にして書く。              ［中２・３一 正答率 24.4%］ 

・考えや意見が効果的に伝わるように工夫して書く。                 ［中２・３二 正答率39.1%］ 

 

 

 

 

〇 思考・判断した過程や結果を、他者に伝わるよう論理的に表現する力（社会） 

 

［中２・１(3)］ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料をもとに、白豪主義について説明することができる。      ［中２・１(3) 正答率 37.7%］ 

【正答例】ヨーロッパ州以外の移民を制限すること。 

（誤答の傾向として、ヨーロッパ系（白人）人種という趣旨の記述がなく、表現や記述が不十分である。） 

・資料をもとに、住居を高床にしている理由を説明することができる。 ［中１・３(3) 正答率 28.1%］ 

（誤答の傾向として、指定された語句をつなげただけで、主語がない解答が多い。） 

 

 

【
解
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例
】
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や
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多
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す
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実
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送
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Ⅲ．教科に関する調査と生活・学習に関する意識調査のクロス分析結果 

１  指導方法と正答率の関係 

例）「授業の中で、目標（めあて・ねらい）が示されていると思う。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

例）「授業であつかうノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いていると思う。」の 

選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

例）「授業では、自分の考えを発表する機会を与えられていると思う。」の選択肢別正答率 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

指導方法についての以下の項目に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科の正答率が高い傾向が

みられる。 

○授業では、はじめに授業の目標（めあて・ねらい）が示されていると思う。 

○授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いていると思う。 

○授業では、自分の考えを発表する機会を与えられていると思う。 
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２  学習状況と正答率の関係 

例）「家で、学校の宿題をしている。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

例）「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書いている。」の 

選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

例）「読書は好きだ。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

 

児童生徒の学習状況について、「学校の授業以外での学習」、「根拠を明らかにして筋道立てて考

えたり表現したりすること」「読書に関する意識」についての項目に肯定的に回答した児童生徒の方

が、教科の正答率が高い傾向がみられる。 

70.6 

50.1 

60.7 

51.6 

64.1 

43.6 

54.8 

47.4 

54.7 

39.0 

47.8 

43.8 

54.7 

47.7 

52.1 

43.3 

20

30

40

50

60

70

国語 社会 算数 理科

している どちらかといえば，している どちらかといえば，していない 全くしていない

67.2 

47.6 

42.6 

38.5 

52.4 

64.1 

44.1 

38.7 

34.1 

48.7 

59.8 

40.1 

34.9 
31.2 

44.3 

55.0 

36.1 

30.7 
28.1 

38.8 

国語 社会 数学 理科 英語

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

（％）

73.1 

55.6 

63.6 

55.2 

68.9 

46.9 

58.6 

49.8 

65.5 

43.7 

55.6 

46.7 

61.3 

38.9 

53.8 

44.1 

20

30

40

50

60

70

国語 社会 算数 理科

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

（％）

65.6 

45.8 

41.4 

36.5 

51.1 

62.1 

41.9 

36.3 
32.3 

45.6 

56.4 

37.2 

29.5 28.3 

39.8 

52.9 

36.1 

28.8 
27.2 

37.8 

国語 社会 数学 理科 英語

71.3 

50.6 

61.3 

52.2 

69.2 

49.4 

59.9 

50.8 

67.4 

47.0 

57.0 

49.7 

60.4 

40.5 

52.7 

44.2 

20

30

40

50

60

70

国語 社会 算数 理科

67.3 

47.1 

42.0 
38.0 

51.3 

62.6 

43.0 

37.4 

33.0 

47.2 

59.1 

39.0 

33.9 
29.9 

44.1 

53.2 

35.6 

30.0 
26.5 

39.5 

国語 社会 数学 理科 英語



- 10 - 

 

３  算数・数学への学習意欲と正答率の関係 

 

例）「算数・数学の勉強は好きだ。」の算数・数学の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）「算数・数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

例）「算数・数学の問題の解き方がわからないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える。」の 

選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

学習に対する関心・意欲・態度に関する項目に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科の正答率

が高い傾向がみられる。 

○算数・数学の勉強は好きだ。 

○算数・数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える。 

○算数・数学の問題の解き方がわからないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える。 
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４  自尊感情・自己有用感と正答率の関係 

例）「ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

例）「人の役に立つ人間になりたいと思う。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

５  メディア利用と正答率の関係 

「普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンを使っている

か。」の選択肢別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         〔小６〕                  〔中２〕 

自尊感情・自己有用感に関する項目に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科の正答率が高い傾向

が見られる。特に児童においてその傾向が顕著である。 

○ ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。 

○ 人の役に立つ人間になりたいと思う。 

携帯電話やスマートフォンの使用時間が短い児童生徒の方が、教科の正答率が高い傾向が見ら

れる。 
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県教育委員会と市町村教育委員会が連携･協力し、全国学力･学習状況調査及び県学力調査

結果分析に基づいた指導の改善を推進する。 

 

１ すべての小・中学校を対象とした結果説明会を実施し、結果を生かして各学校が組織

的な授業改善や個別指導を進めるように働きかける。 

各学校の組織的な授業改善の取組や個別指導の充実をめざし、学力と学習状況の課題の改善状

況、今後の取組についての共通理解を促すため、学力育成の中核を担っている教員を対象とした

説明会を実施。 

・学校等の分析シートを基に今年度の取組の検証と今後の方策の立案 

・個々の結果を踏まえたフォローアッププリントを使った個別指導の充実 

・改善がみられた事項と引き続き改善が必要な事項を確認、授業改善の焦点化 

 

２．算数授業の改善方針に基づく取組を引き続き推進するとともに、小・中学校における

すべての教科において新学習指導要領に基づき授業改善を進める。 

・算数授業の改善方針「子どもの声でつくる算数授業」に基づく取組を引き続き推進し、算数を

切り口に授業の質の改善を進める。 

・新学習指導要領に基づき、「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を進めるため、

教育情報紙等による情報発信や新学習指導要領説明会を実施する。 

 

３．課題に基づく今後の指導改善のポイントについて、平成３０年度「各教科等の指導の

重点」にまとめ、すべての小･中学校に配付し、徹底を図る。 

授業改善に向けた取組の視点や各教科等の指導改善のポイントを毎年発行している「各教科等

の指導の重点」に記載し、訪問指導などで活用してその徹底を図る。 

 

４．家庭と連携して、主体的な家庭学習の取組を引き出す指導の充実を図る。 

特に、中学生の家庭学習が充実するように、中学校への訪問指導などにより各校で授業と家庭

学習が一体化するような効果的な家庭学習の在り方について指導し、改善を促す。 

 

Ⅳ．今後の対応（しまねの学力育成推進プランに基づく取組） 

 

 

 


